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 学校とフリースクール等

との連携推進事業の一環と

して県・市町村教育委員会

と県内のフリースクールと

の連携・協働により、不登

校で悩む児童生徒、高校中

退者及びその保護者に対し

ての相談を目的として毎年 

実施している。 

 今年度は9月19日に川崎市高津市民館11階・12階を会場にして開催された。サ

ポートセンターでは学習相談部がこの企画運営にあたっている。全体会では峪スミ

子相談員が宮ノ下、南野川、旭町の各こどもサポートを中心にサポートセンターの

概要について説明した。その後、県、市の教育委員会及び私立高校、各種専門学校 

等がブースで個人相談を行った。サポートセンターのブースでは 3つの相談コーナーを設置し、片山副理事長、永延、

常木、峪、志田各相談員が対応にあたった。相談内容の違いはあるにせよ、どの保護者にも共通しているのは悲壮感を

感じさせる表情であった。不登校で悩む児童生徒の登校再開の道が始まることを願う１日であった。 

全体会で説明する峪相談員 

ブースでの相談後のスタッフ 

 

 夏休み明けの最初の探検クラブの活動は、ニケ

領用水の清掃活動であった。ニケ領用水ウオッチ

ングフォーラムの方から学んだ清掃の手順通り

に、ゴミばさみ、軍手、ビニール袋を使って清掃

活動を行った。「様子を見ていた地域の方が『えら

いね』と褒めていた。」と、担当の安原陽子活動会

員が話していた。 

 
 

大山街道探検クラブ 
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日 曜 主 な 行 事 

 １ 日  

 ２ 月 【教育会館工事終了】 

 ３ 火 (青)エコチャレンジ⑥ 子ども運営会議④ 

 ４ 水 研究推進委員会(１０時宮ノ下) 

おもしろ理科教室（１５：２０～青） 

 ５ 木 （南）情報交換会⑤ 

 ６ 金 （南）子育てサロン 【事務局会資料送付】 

 ７ 土   

 ８ 日  

 ９ 月 中原区保護者ミーティング⑤ 

１０ 火 (青）KYWC 、卓球、ほのぼのスクール 

１１ 水  

１２ 木 (旭)読み聞かせ (山)街道学習体験講座① 

１３ 金 事務局会１３時 事務局次長会１４：４５ 

１４ 土  

１５ 日  

１６ 月  

１７ 火 (旭)読み聞かせ 

１８ 水 学習相談部会（宮１０時） 

(青)リトミック (山)子ども探検クラブ  

おもしろ理科教室（１５：２０青） 

１９ 木  

２０ 金 (青)ふれあい体験活動④ 

２１ 土 (青)ふれあい体験活動④ 

２２ 日  

２３ 月 
勤労感謝の日  

２４ 火  

２５ 水 (青）KYWC (旭)茶道 

２６ 木 (山)街道学習体験講座③ 

２７ 金      

２８ 土 文化講演会/所員研修（教育会館） 

２９ 日  

３０ 月  

２７年 １１月 の 行 事 予 定 

 

 平成２７年１０月１７日（土）中間報告を主とする理事会が

開催された。川崎市教育会館を通常の会場としていたが、改修

工事のため会館そばの宝珍楼にて開催した。一号議案上半期事

業報告、２号議案経理中間報告、３号議案文科省委託研究、 

４号議案認定化の取組、５号議案マイナンバー制度についてで

ある。その他として事務局長から２８年度活動会員希望調査及

び役員選考委員会設置の提案が出され全会一致で承認された。 

 引き続いて懇親会が開催され、日頃の活動の反省やねぎらい

の声が、それぞれの席から聞こえていた。 

 

 

 第２回初任者研

修指導員協議会が

川崎市総合教育セ

ンターにて開催さ

れた。室長、理事

長の挨拶の後、宮

嶋 嶋指導主事より、今年度の初任者研修会の概要報告があった。今年は八ヶ岳青

少年の家が使用できなかったため市内の施設を使っての研修であった。初任者

の悩み相談も含め、「わかる授業」に向けての指導依頼があった。 


